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ジョージ・ヴァリアント博士は、1998年に「Ａ類」(ノンアルコホ
（ ）ーリク)の理事としてＡＡの常任理事会 General Service Board / G SB

の一員となった。彼はハーバード大学医学部の教授であり、ハーバ
Brigham andード大学保健サービス・成人発達学部門の部長であり、

病院の精神科の研究主任である。アルコホリズムに関する包W om en's
括的研究の成果である「アルコホリズムのナチュラルヒストリー再
考」の著者として、ジョージ・ヴェイラントは、アルコホリズムと
アディクションに関して幅広い講義をしており、この分野における
研究の第一人者のである。

グレープバイン誌：ハーバードマガジンに掲載されたアルコホリズ
ムについての論文で、先生は骨折のために救急医療室に運ばれてく
る人々の５０％が酒のせいで来ているのだが、血液中のアルコール
濃度がチェックされることはない、と言いましたね。医学の専門家が今日、アルコホ
リズムをどう見ているのかと言うことに興味がわきます。この点についてもう少しお
話しいただけないでしょうか。

、 。ヴァリアント：救急治療室で起こっていることは 実際にはもっとドラマチックです
救急治療室に運ばれてくるすべての人々の約50 はアルコールの血中濃度が0.25 を越% %
えています。アルコールがそれだけの濃度に達していると、もし依存症でない人だっ
たら事故に合うどころか人事不省に陥ってしまうでしょう。そして、このことは医者
にとって生化学的に明白な事実であるにもかかわらず、患者は適切な場所に紹介され
ないのです。アルコホリズムのことについてはまったく何もなされないのです。とい
うのは、医学専門家はアルコホリズムの治療については無力を感じており、希望を持
っていない。無力感は医者が現実に目をつぶる十分な理由になっています。

グレープバイン誌：そういった無力感が根強く続いているのはどうしてだとお考えで
すか。
ヴァリアント：そのことに関して注目していただきたいのは、回復したアルコホーリ
クと出会ったことのある医者がとても少ないと言う事実なのです。もしあなたが回復
したとしたら、自分の主治医に自分がアルコホーリクだと言うことを教えなければな
らない理由はありません。もし回復していない時には、何十回と医者に診てもらわな
ければいけませんし、そのたびに医者の脳裏にはあなたのことが永久に刻み込まれま
すね。結果的に、医者は失敗ケースばかりを数え上げ、成功例については何も知らな
いと言うことになります。彼らは、全回復例の４０ がアルコホーリクス・アノニマ%
スを通してのことだということもわかっていないでしょう。

グレープバイン誌：その現状を変えるために、何かできることはないのですか？
ヴァリアント：私の知っている２つの最も簡単な方法はいずれも 共同体の力の及ぶAA
範囲内なのです。ひとつは自分の主治医をオープンミーティングに連れて行くことで
す。何年も回復を続け、立派な背広を着こなして、普通に見える人々の姿を自分の目
で見てもらうことです。断酒を続けているアルコホーリクの姿には人を感動させる力
があります。私自身の経験から言っても、オープンミーティングに参加し、そういっ
た人々と出会ったことはとても重要なことだったと思っています。
二つめは、１２番目のステップを自分の主治医に対して行うことです。でもそれは、
主治医にアルコールのことやアルコホーリクス・アノニマスのことを教え込むことで
はありません。患者がやる気になったときに電話できるよう、連絡できる人たちのリ
ストを渡すということです。医者が自分の仕事の中で、回復したアルコホーリクと出
会うことはとても少ないのです。ですから、回復したアルコホーリクの側から 「よか、
ったら患者さんと話をさせてください」と申し出るか、あるいは、連絡できるところ
のリストを渡す必要があります。そういったきちんとタイプされた連絡先のリストこ
そ医者には必要なのです。そういう連絡先を紹介したことでうまくいった例なども医

。 。者には参考になります それでこそ彼らはあきらめでなく希望を持つことができます

グレープバイン誌：アルコホーリクでもないあなた自身は、どうやって . .を知ったA A
のですか？
ヴァリアント：アルコール・クリニックで働いたことがありますが、そのとき雇用の
条件だったのです。月に一度はミーティングに参加しなければいけませんでした。さ

らに、そこのスタッフの半分は回復したアルコホーリクだったのです。そして私は初
めて、彼らから、この病気がどういうものか学びました。ハーバードにいた10年の間
で初めてだったのです。

グレープバイン誌：今日、そういったことを医学生に義務づけようといった動きはな
いのですか？
ヴァリアント：この10年、多くの医学部で、学生に1～2回のＡＡミーティングへの参

Cooperatio加を義務づけるようになりました。この多くは、ＡＡの「専門家協力委員会(
)」の活動のおかげでもありn w ith the Professional Com m unity com m ittee / CPC com m ittee

ます。しかし問題もあります。初めて2回のミーティングに出たぐらいでは 「この人、
たちが本当に回復してるなんてすごい！」などとは感じられないようなことがあまり
に多すぎるのです。そこで学ぶことは、アルコホリズムはなんて恐ろしい病気だと言
うことであって、ミーティングで出会う人たちと、骨折のために救急治療室で出会う
人たちが同じだと言うことには思い至らないのです。
だんだんとわかってきたことですが、医学生に対して、人の良好で高貴な面を教える
ことができ、そして試験になると、彼らはそれについて正しい解答を出します。しか
し、医学生が実際に医者という仕事を学ぶのは、レジデント(訳注：インターンを終了
した開業前の研修医師。病院住み込みの場合が多い)と一緒に仕事をする、病院の病棟
や救急治療室なのです。そしてインターンは、きわめて当然の理由で、心からアルコ
ホーリクを憎むのです。そのため、レジデントが終わった後に教育プログラムをもう
一度始めなければなりません。そして、現実的には、患者が実際に医者に対してでき
ることは、ＡＡについて教えることではなく、自分の体験を話し、１２ステップにふ
さわしい何らかの体験談を提供することであり、さっきお話ししたように、彼らに問
題が起きたときに連絡できる電話番号を伝えることなのです。

グレープバイン誌：先ほど断酒を続けている人の４０ は、ＡＡに参加してそれを成し%
遂げているとお話しされましたが、残りの６０ の人々はどうしているのでしょうか？%
ＡＡにいるわたしたちとしてはそういった人々にもっとオープンに、協調的にやっ

ていく方がいいのでしょうか？
ヴァリアント：そうですね、考えても見てください。野球のバッターで打率４割なら
立派なものです。 . .は、非常に厄介な問題の解決法を知っているだけでもいいと思A A
います。
ただ、ＧＳＯ（ゼネラルサービスオフィス）のレベルにおいてＡＡはもっと謙虚に、
６０ の人々はＡＡ抜きで断酒を続けていると言うことを理解しても支障はないでしょ%
う。確かに、この６０ の人々は、ＡＡの道具箱（訳注：ＡＡのスピリチュアルな道具%

Aの入っている箱。ＡＡのプログラム一式の比喩）を使いますけれども、彼らの霊性は
から得られたものではないし、そのＡＡとは別のスピリチュアリティーを持っているA
し、ＡＡとは異なったサポートグループを利用しているし、そして私の言う「 アルコ（
ールに）取って代わる依存対象」もＡＡとは別のものです。しかし、彼らが使う基本
要素はＡＡのそれと同じものなのです。
私は、残りの６０ の人々がやっていることの中に、そこからＡＡが何かを学ばねばな%
らないことなどはないと考えています。ただひとつ言えることは「壊れてなければ修
理するな」と言うことです。もし、3年もの間断酒を続けており、しかも自分がＡＡに
行ってないことに満足し、それを自慢しているような人に出会ったら、他の回復者が
いることについてハイヤー・パワーに感謝してください。小文字の 、ただ飲ま"sobriety"
ないだけ、もあれば、大文字の 、もありますが、後者の には、謙虚"Sobriety" "Sobriety"
「 」 。 、さと 自分が世界の中心だ などと考えたりしないことも含まれるのです だれかが

あなたの援助なしにうまくやれているとしたら、それでいいじゃないですか？

グレープバイン誌：理事に就任してから、ＡＡについて新しくわかったことがありま
すか？ あるいは、活動の中であなたを驚かせるようなことが何かありましたか？
ヴァリアント：サービスマニュアルは読んだことがなかったのですが、これは合衆国
憲法と同じように世界の著作物としても偉大な作品ではないでしょうか。ノンアルコ
ホーリクの私にはそう思えます。サービスマニュアルは人類の思想に大きな貢献を為
しています。
それから、スピリチュアリティーと言うものについて学ばせてもらいました。いつも
理事会は週末に開かれますので、わたしはこう考えてしまいます 「また週末を家族と、
別れて過ごすなんて面白くないなあ」と。そして、あとの二日は、わたしが何か特別
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今回日本を訪問し、日本のアルコール医療の専門分野のみなさまや のメンバーにお会いできることをとても楽しみにしています。AA

アメリカで私は の 類常任理事(ノン･アルコホーリク常任理事)を務めさせていただいておりますが、そのこと自体、深く心動かされるすばらしい機会であり、名誉なことだと思AA A
っております。なにしろ、同時にふたつの世界の(1)生き方を知り、(2)共感し、(3)解釈することができるのですから。それに、この世の中で私がとりわけ賞賛する集まりであるア
ルコホーリクス・アノニマスの名誉あるメンバーに加えさせてもらえる唯一の方法でもあるからです。

2月に日本を訪問し、私たちとは違う文化をもつ日本での の状況、アルコホリズムの専門分野の治療の状況を直接うかがえると思うと、ただただ胸がおどります。このような機AA
会を与えてくださった日本のゼネラルサービスオフィスに心から感謝しております。愛とサービスの気持ちをこめて、ジョージ
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の存在であることとは無関係な愛と受容に浸って過ごします。そうです、わたしはスピリチュア
リティーのもう一つの定義を学んだのです。私たち一人ひとりはみな、浜辺で砕け散る美しい
波のようなものなのです。波は「いよいよ出番だ、これが最後だ」と見得を切って砕けるの
ですが、その時、後ろから声が聞こえてくるのです、「心配するな。あなたは波なんかじゃな
いから。海の一部だよ」と。

グレープバイン誌：ＡＡにおける薬物依存者の存在について多くの論争があります。この点に
ついてはどうお考えですか？
ヴァリアント：これは非常に重要な質問です。ＡＡはアルコホリズムに焦点を合わせなければ
なりません。それはまったく正しい。世界中にはまだまだ大勢のアルコホーリクがいるのです
から、自分たちの一番の重要な目的について思い煩う必要はありません。
しかし、多剤乱用の依存症者もたくさんいます。重要なことは各々のグループが、寛容で包
容力を持つことができるかどうかと言うことです。あるグループでは、白人で、中年の、プロ
テスタントの男性が歓迎されるでしょう。それはそれでかまいません。ＡＡの他のグループか
らは、絶望的な太古の遺物だとか、政治的に間違っている、とか見なされたとしても、そうい
ったグループも存在しなければいけないのです。そして、一方では、アルコホリズムについ
て十分な時間をとっては話さずに、５００万ドルに上る自分たちのコカインの習慣についてばか
り話すような人に対して寛容になれるグループもあるのです。それが時代の流れというもので
す。アルコホーリク自体はだんだんと少なくなるでしょう。変わっていかなければならないグ
ループも出てくるでしょう。

グレープバイン誌：これからのＡＡの課題としてはどのようなことがあるとお考えですか？
ヴェイラント：間違いなく二つあると思います。ひとつは、ＡＡが宗教ではないかと思って二の
足を踏む人たちと有意義な関係を築くことです。このためには、伝統を失うことなく多様性を取
り入れていくという、ＡＡの努力と成長が必要です。これは、ビル・ウィルソンが書いたビッ
グ・ブックの最初の１６４ページ（訳注：１１章までの本文、日本語版では２７３ページ、）を守
ると同時に、一部のグループがぞっとするような内容の現代風の個人物語をも（ビッグ・ブッ
ク）に載せるということを意味すると思います。
第二の課題は（Ａ類のわたしにとってはこちらの方が重要かもしれませんが）、アルコホーリ
クス・アノニマスが何と驚くべき組織であるかを世界に伝えていくということです。ただ単にア
ルコホリズムを治す力があると言うだけでなく、私たちみんながひとつの惑星の住人であると
言う事実を、思想として表現する能力を持っているという点についても言えるのです。
一例を挙げましょう。人間について精通し平和的であるはずの団体は、キリスト教会にして
も、精神分析運動にしても、そして平和運動もまた、常に分裂し、互いに闘っています。一
方、ＡＡでは、約２００万人の多様な個人が、それも彼らのかつての人生は、「平安」とはか
け離れたものであり、その点ではキリスト教徒にも、精神分析家にも、平和運動家にも劣って
いたにもかかわらず、その人々が、共通の価値のために、どうにかこうにか６０年のあいだ、
ともに活動を続けてきたのです。
これが共同体にとっての挑戦であるかどうか、また人々を断酒の生活に導く上で必要かどうか
も、何とも言えません。けれども私から見れば、これは人々がこのメッセージの深さを理解し
ているということにおいての挑戦だと思います。そしてこのメッセージが１２のステップよりも１２
の伝統と１２の概念にうまく表されていると思います。

グレープバイン誌：宗教を信じない人々とか、ＡＡが何かの宗教儀式を行っているのではと
怖れる人々についての話ですが、それはアルコホリズムの分野で働く専門家のことでしょう
か、それともアルコホーリク自身のことでしょうか？
ヴァリアント：両方です。アルコホーリクは「恥の意識」のために、排除されることに非常に
敏感です。ですから、「もし私たちの持っているものをほしいと思えば、ハイヤー・パワーを
信じなさい。スピリチュアルでなければいけません。もしできなくても形の上だけでも実行し
なさい」などと言われると、大きな脅威を感じる人たちです。彼らはまだ自己に浸っています
ので、自分よりも大きな力に依存するという考えは、これから学んでいかなければならないの
です。こう考えるとよいのではないですか。例えば勤勉に働くこと、教育課程を全うすることな
ど、親が持つ信条には１８才の青年にはとても理解できないものがたくさんあるのです。そして
あるアルコホーリクにとってのスピリチュアリティーは、同じように何年も経ってからはじめて判
ることなのです。ＡＡは、あるがままの人々に合わせなければいけないこと、できることは愛
情のこもった忠告をすることだけだと云うことを、いつも忘れないようにしなくてはいけませ
ん。
アルコホーリクス・アノニマスが宗教でないことは、ビル・ウィルソンも非常にはっきりと説明
しています。また、彼の主張では、苦しんでいるアルコホーリクの誰かを排除するようなこと
は決してあってはならない、ということもはっきりしています。しかし、ひとつの伝統の中で成
長してきた人々に、他の伝統の中で成長してきた人々の目から見た世界はどういうものかを理
解してもらうのに継続的な話し合いが必要です。普遍性を達成することはとても困難なことで
す。そしてＡＡは世界的な一体性を保つよう努める一方で、絶えず進化もとげなければいけ
ません。変化ということよりも、成長過程というべきでしょう。

「インタビュー：医者は語る」について

－グレープバイン読者よりの意見 －

（ニューヨーク市ブルックリンより）頼みになる理事たち

「医者は語る （グレープバイン２００１年５月号，ぶどう樹２００１年秋季号に掲」
載）と題されたインタビューに感謝します。ジョージ・ヴァリアントの意見を読んで、
私はビル・Ｗがグレープバイン誌の１９５１年１１月号に書いてくれた 「ノン・アル、
コホーリクの理事たちは公平な立場にあるので、私たちのような気まぐれで不公平なア

、 。」 。ルコホーリクより良い判断を しばしば示してくれた という文章を思い出しました
今日のＡＡに関する興味深い意見に加えて、ヴァリアント博士は、もう一つの宣言に

。 、ついて考えるための素材を私たちに提供してくれています ＡＡの霊的な基礎について
彼は「ＡＡは人々がいる場所で彼らに会う必要があり、また愛に満ちた提案をすること
しかできはしないのだということを、いつも思い出さなければならない 」と述べてい。

ます。この考えは 「誰かが、どこかで助けを求めたら、必ずそこにＡＡの（愛の）手、
があるようにしたい。それは私の責任だ」という言葉と同じように、私にとっては例
外なく真実であり、魅力のあるものです。
ジョージ・ヴァリアント氏が私たちの理事であり、グレープバイン誌が私たちの考

慮とディスカッションのために、彼の意見を掲載してくれたことを感謝します。
ボイス・Ｂ

（ペンシルベニア州バトラー）６０／４０

「医者は語る」では、すべての回復のうち４０％が、ＡＡを通して起こっていると
書いてあります。最初これを読んだとき、私は「残りの６０％はどうやって飲まない
でいるのだろうか」と思いました。私にはＡＡなしで、ソブラエティを獲得し、維持
できるなどとは想像できません。もう一つの疑問は 「この統計はどういう出典に基づ、
いているのだろうか」ということでした。この分野は私の専門ではありませんが、Ａ
Ａによらないで回復している人のパーセンテージはかなり高いように思われ、驚きま
した。それで私は好奇心をそそられました。回復の初期の段階でこれを読んだのでは
ないことを喜んでいます。もしそうだったら、私は生き方のデザインを与えてくれた
命綱から離れ、今つながっているすばらしい人々から、自分を切り離していたかも知

ダイアン・Ｐれません。

（ニユージャージー州マーゲイト）混乱したメッセージ

貴誌のジョージ・ヴァリアントとのインタビューを読んだ後で、私たちの第一の目
的に関する彼の理解について、幾つか深刻な疑問を感じました。ＡＡの中にいる薬物
依存症者の役割について、貴誌が彼の意見を求めたとき、ＡＡはアルコホリズムに焦
点を合わせなければならないと、彼は言っています。そしてまた「まだまだ大勢のア
ルコホーリクがいる」ので、私たちＡＡは「私たちの第一の目的について思い煩うべ
きではない」と言っています。
さらに続けて、グループが、多剤乱用の依存症者

に対して寛容で、包容力をもつことが重要だ、と言っ
ています。ビル・Ｗは 「アルコール以外の諸問題」と、
いうパンフレットの中で、多剤乱用者が真の飲酒問題を
かかえている限り、ＡＡは彼らを歓迎する、だがノン・ア
ルコホーリクの依存症者を、ＡＡのメンバーにすることはで
きない、と言っています。
しかるにヴァリアント博士は、自分のコカイン常習について長々と語り、アルコホ

リズムについてはほとんど話さない人々を寛容に受け入れる他のグループがあると述
べる時、矛盾したことを言っているように思われます。彼はそれが「時代の流れ」で
あり 「アルコホーリク自体はだんだんと少なくなる」と言っています。それは本当で、
しょうか。どこから彼はその数字を得たのでしょうか 「だから変わっていかなければ。
ならないグループも出てくる」と彼は言います。お蔭様で、私のホームグループはそ
うではありません。
これは私には、危険な、混乱したメッセージのように思われます。最も重要な伝統

５ 「各グループの本来の目的はただ一つ、いま苦しんでいるアルコホーリクにメッセ、
ージを運ぶことである 」をしっかり守りましょう。。

。 、ヴァリアント博士はご自分の意見をもつ権利があります しかしＡＡの理事として
彼のメッセージは私たちの知る限りでは、ＡＡの存続に危険ではないかと心配してい

ニール・Ｓます。

医 者 の 回 答

ご心配のＡＡの方へ：
伝統５に対する私の深い信念と献身を、重ねて表明したいと思います。アルコホリ

ズムは、目的の単一性への明確な献身なくしては取り組むことのできない、非常に難
しい病気です。私が「変わっていかなければならないグループも出てくる」という言
葉で言おうとしたのは、将来は多重に依存症をもつ人たちが多くなるだろうから、ホ
ームグループの中には、そのグループのミーティングで、今日一日ソーバーでいたい

、 、 、という望みに焦点を合わせる限り 不可避的に そのような多重の依存をもつ人々に
より一層寛容になるグループも出てくるだろうということでした。私はまた伝統３を

ジョージ・ヴェイラントも深く信じています。

編集部（グレープバイン）注：
このインタビューの編集のしかたが悪かったため、幾つかのヴァリアント博士の見

解について、混乱が生じたことを残念に思います。引用された統計は，ジョージ・Ｅ
・ヴァリアント「アルコホリズムの自然史」１９９５年改訂版からのものです。
－「グレープバイン」２００１年８月号より。ＡＡグレープバイン社の許可を得て翻訳転載－


